
負債の部資産の部
139,519,664【流動負債】556,992,538【流動資産】 】【【 】
19,497,407　工事未払金34,629,611　現金預金
93,837,302　買掛金24,553,081　受取手形
3,309,263　未払金4,904,256　電子記録債権
17,725,419　未払費用30,563,877　完成工事未収入金

259,000　未払法人税等63,308,166　売掛金
2,943,180　販売前受金7,121,859　製品
1,948,093　賞与引当金28,119,102　材料貯蔵品

139,519,664負債合計23,360　未成工事支出金
資本の部17,072,552　未収入金

421,459,104【株主資本】346,336,549　CMS貸付金 】【
20,000,000　  資本金345,909　立替金
401,459,104　（利益剰余金）14,216　仮払金 ）（
5,000,000利益準備金3,986,230【固定資産】 【 】

396,459,104繰越利益剰余金3,871,246（有形固定資産） （ ）
421,459,104純資産　合計1,382,000　構築物

2,348,370　機械装置
9,516,366　工具器具備品

△9,375,490　減価償却累計額
74,984（無形固定資産） （ ）
74,984　電話権利
40,000（投資その他の資産） （ ）
40,000　敷金等

560,978,768負債・純資産　合計560,978,768資産合計

科     目 金     額 科     目 金     額

貸借対照表
陽伸工業株式会社 (単位：円) 令和04年03月31日  現在



１．重要な会計方針
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

未成工事支出金
個別法による原価法

材料・貯蔵品、製品
移動平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

(2)固定資産の減価償却方法
有形固定資産
定額法
なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっている。

(3)引当金の計上基準

賞与引当金
従業員に対する賞与支給に備えて、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計

上している。

(4)収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準
工事完成基準を適用している。

(5)消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

個別注記表
自 令和03年04月01日
至 令和04年03月31日

陽伸工業株式会社


